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韓国語と日本語は文法構造上、類似点が多い言語であると言われているが、細部を分析してみると明らかな相違

点が見られる。特に、著しい相違点として挙げられるのが、文末に現れる話者の主観的な態度を表す韓国語の接

辞と日本語の終助詞である。韓国語には話者の主観的な態度を表す機能を持つものとして-ci, -ney, -kwun,

-lkay, -llay といった接辞と呼ばれるものが存在し、随意的に聞き手に対する尊敬を表す-yo

という語尾を付加することができる。一方、日本語にも同様の機能を果たすものとして「ね、よ、わ、ぞ、ぜ」といった

その名の通り文末に生起する終助詞と呼ばれる品詞が存在するが、日本語の終助詞には韓国語の-yo のように

文法機能を異にする文法形態素がその後に付加することはない。

韓国語の接辞、及び日本語の終助詞に関するこれまでの研究では、個々の文法形態の一般的な機能が明らかに

されながらも、両言語の比較対照研究は積極的に行われてこなかった。特に日本語の終助詞に関しては、英語と

の比較対照研究が盛んに行われてきたため、日本語の特異性だけが強調されてきた。それらの研究の方法は、

研究者の作例、内省に頼ったものが多く、作例、内省以外の方法としては、小説などの書き言葉を用いた分析が

盛んに行われてきている。研究者の作例、内省を用いた研究や小説などの書き言葉を用いた研究も文法現象を

捉える上では必要ではあるが、主に会話で現れる韓国語の接辞、日本語の終助詞に関しては、書き言葉や作例

だけに頼って説明するには限界がある。申請者の研究対象が、会話で用いられる話者の主観的な態度を表す文

法形態であるため、勧告人母語話者の実際の会話を録音、分析することによってその本質的な機能を明らかにし

なければならない。また、韓国語と日本語に対して抱かれている「似ている」という漠然とした印象論を超えた、新

しい捉え方を導く必要があると考える。












